
〇 〇 〇 〇
特 除 都 知
定 排 市 事

平 調 雪 計 表
成 達 業 画 彰
十 契 道 務 支 法 支 の
三 約 札 の に 受庁 庁
年 に 幌 事 よ 賞

公 告九 係 土 業 る 者

北 海

〇 〇 〇 〇 〇
北 都 土 公 公
海 市 地 共 共
道 計 区 測 測
収 画 画 量 量

公 入 法 整 の の
証 第 理 終 実
紙 六 組 了 施
の 十 合 の の

道 公 報

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
農 知 道 土 土 土 結 等
林 事 営 地 地 地 核 の
水 権 土 改 改 改 予 決
産 限 地 良 良 良 防 定
大 に 改 事 区 区 法 （
臣 係 良 業 の の に 保
権 る 事 計 定 役 よ 健
限 保 業 画 款 員 る 福

第

〇 〇 〇
平 一 北
成 般 海
十 競 道
三 争 立
年 入 告 真 規
度 札 駒
に 内（
お 物 公

号

毎
週
火
・
金
曜

月 る 木 概 告 開 示
七 落 現 要 発
日 札 業 調 行

者 所 査 為
等 告 の に
の 示 実 関
公 施 す

金 示 る
工（

曜 二 事
件 の

日 ） 完
了

表 元 六 の 通 通
売 条 定 知 知
り の 款
さ 規 の
ば 定 変
き に 更
人 よ の
及 る 認
び 都 可
売 市
り 計
さ 画
ば 事

に 安 変 の の の 医 祉
係 林 更 変 変 就 療 部
る の 計 更 更 任 担 所
保 指 画 の の 及 当 管
安 定 の 認 認 び 機 分
林 の 決 可 可 退 関
の 解 定 任 の そ
指 除 の 指 の
定 の 届 定 二
の 予 出 ）
解 定
除
の

い 品 示 園 則 目
て の 屋
補 賃 内
助 借 競
金 ） 技
等 の 場
を 実 及
交 施 び
付 屋
す 外
る 競
事 技 次
務 場

日
発
行

（
三
件
）

（
人
事
課

き 業
人 の
の 施
指 行
定 （
の 二
一 件
部 ） （ （
改 建 建（ （ （

物 正 都 都 設 設
品 市 市 部 部
管 環 環 総 総
理 境 境 務 務
課 課 課 課 課

予
定

（
保（ （ （ （

土 土 土 土 健
地 地 地 地 福（
改 改 改 改 保 祉
良 良 良 良 健 部（ （

治 治 指 指 指 指 予 総
山 山 導 導 導 導 防 務
課 課 課 課 課 課 課 課

又 管
は 理
事 規
業 則
、 の
補 一
助 部
対 を（
象 公 改（
経 情 園 正
費 報 下 す
、 政 水 る
補 策 道 規 発行
助 課 課 則

北 海 道
（総務部法制文書課）

）

二 二 二 二
五 二 二 一

号
別 ） 北
表 の 海
の 一 道
二 部 立
の を 真
表 次 駒

） ） ） ） ）

二 二 二 二 二
一 〇 〇 〇 〇

北 布
海 す 北
道 平 る 海

北 規 成 。 道
海 則 十 立
道 第 三 真
立 九 年 駒

） ） ） ） ） ） ） ）

一 一 一 一 一 一 一 一
九 九 九 九 九 八 八 七

三 二
ト ゴ

こ 施 サ 使 内 ー
の 行 ル 用 容 ル
規 期 ゴ 料 に
則 日 ー の 係

率 ） ）
電話

ペ
一 一 ー
六 五 ジ 印刷

〇 〇
一 ◇ 遊 警
第 北 技 備
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－ －
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富士プリント

〇
特
定
調
達

道 契 道
公 約 旭

中 の 内
よ 公「
う 園

一 に 屋
改 内

コ 正 競
一 ー す 技
面 ト る 場
一 を 。 及
時 使 び
間 用 屋
に す 外
つ る 競

真 十 九 内
駒 八 月 公
内 号 七 園
公 日 屋 規
園 内
屋 競
内 技
競 場
技 及
場 び
及 屋
び 外
屋 競

は ル 額 る
、 に を 使
平 つ 、 用
成 い フ 料
十 て ッ の
三 は ト 額
年 一 サ を
九 日 ル 定
月 一 コ め
八 回 ー る
日 一 ト こ
か 組 に と
ら に つ と

真 ） 駒 及 定
駒 内 び に
内 公 型 基
公 園 式 づ
園 屋 の く
屋 内 検 講
外 競 定 習
競 技 等 の
技 場 の 実
場 及 告 施
の び 示
フ 屋
ッ 外

公

布

さ

れ

た

規

安 に 川
委 係 土
員 る 木
会 落 現
告 札 業
示 者 所
等 告
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公
示

き 場 技
合 場

管
理
規
則
（

テ 昭
ニ 和

一 ス 五
五 コ 十

ー 年
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海

外 技
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一 道 を
部 知 改
を 事 正
改 す
正 堀 る

施 つ い す
行 き て る
す 三 は た
る 七 一 め
こ 〇 面 、
と 円 一 こ
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し す 間 規
た る に 則
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と き 制
と 一 定
し 、 す
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サ 技
ル 場
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ー 理
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開 部
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則
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あ

ら

ま

し
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円 五
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す 規
る 則
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ト （
及 規
び 則 二 二

七 六
二
六

公

布
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れ

た

規

則

の

あ

ら

ま

し

公
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さ

れ

た

規
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の
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ら

ま

し
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札

入
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日
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一

使 月
用 七
す 日
る
場
合

金

曜

フ テ 日
ッ ニ

書）平９報 明日ら年。
策 組及成月政 １

課 び
月求３を

１要年日
度幌 当仕月限札

た様
のにま当中 り書日に市

価る。契区

単よで該央

を
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だ期３

）。た約北
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示
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事
知

。道

る海
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つ
き
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円 円

」
に
改

ト ス
サ コ
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ト
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し間条
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金金書に 札
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約 審海札入入開

契北入

札札 項 を札行

条 査道執

っ市場 を 行幌の札
三

申申申

はの
者かアイウ
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、審
ら申類

め
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こ条
。付条 平道障当と件こ

行発物一の の 成が害該

入
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入次
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北指時

びび交
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時保保関所法札
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証
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所北日所時所
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６海海成に
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果丁道道
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を目札総年じ

請北市企月

申
者海中画

時方 まを提
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定け
にな期法先

でし出

るば平申け郵北電

めれ
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とな成請れ便海話
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ら合

ろな年類な号総号

にい９の

企 よ。月提な

争２ は

り７出い－画－

競にし入の 、 海名等関

定 方 告争、、札規 地 道

や求加に 自 示入速要参

にか仕資よ 治 第札

法

書の条 施 号関な様格る

規る応に審件 行 にす対

一

定指が記査付 令

るをれの般 昭 す名と載

物停る要競 和

要る
必す
に当
者該
るも

部す

）格。

目資と
なこ

策
３政
北報。

区情る

央 道央部日

目
丁

６
西課

条

通総区情

に
す企３政）

知合北報月
前

。部西課午

る画条策

情６シ

報丁ス
室

析

課分

策ム

政目テ時

部 、日先。

情－ ２かの

のら指報

示北政

びまよ道課

及日に海策

でり札内

に作幌線

掲成市

げし中－

るた央

争
を書３

格請北

資申区

品止者件
あを札 政 のさで等入 年
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借いこた

のなとしる
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資い。ての 号

。こ入 下
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格
すと札

有

加 」
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るをに 政
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一
六

丁

る提６

すを西

有類条 しし と

うな

どし目

か出 でと 。

者うう
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別

通 記

院る人 １

交北方じ工

平 通海ん透

成 費道臓析

十 補のの療

三 助区機法

年 の域能に

九 対内障よ

北 海

補

そじ補じ進で

費増内

臓事臓図助

のん助んを
能たる 的機業機るす

目

害害、 は障障め。 又能

道 公 報

等月健補務 額額税１保

は

加を」当福助又 を）

り部等事

算もとた祉金

たてうの所を業

しっい
）約分

交の 金落。契管

額札

第

開に入落

格契要そ号

価
約

の決 月げ 書札 札札 １掲

た入記 の時定 当る 作書
及 の載 お当 り札

成にに

の

号

札海 便の

郵落北項
１

９
電に の
財 び定 者道 及規

定 定則 にり

決規 報よ
務

よ

月 象に害る

七 と居を医

日

す関

るし生機

な住更療

、んた給

はじるの

方、

金

の機、を

次臓め付

曜

号障住け

各能居受

日

予 趣

いに以い

の害地て

範

院福の

通の算 旨

者者

よ
に

１
記

別
通の囲

交祉

す称 価に金

付名

。
る

るののる及 当格係額そ
２事び 該と
金す課

）

業補 の にの事分 額る税

１で

助 円、者
当

満札あ相対

未入でに
る者

端加かす象 の参る

っ 単び 要金 いた
数者免

）の

て 、 価否他こ額

て
規入 も告

に、 を公

は ２

入め
す書 て定

定札 っに
格載 入

資記 札る
るに

な関
有れ 効に

をさ 有札
した

札予
和 入法た

昭 るめ 方
な

海 め格
北 認価

年 は定
道

た
第当

則 。月
規 い１

の方

ずよ外る

。の
号り

体村

も身町

に、市

れり
る者在

す害所

当障に

該

療

あの医

で帳る

方手す

る通

とを関

こ付機

る交

す

臓の要

ん療に

じ医院
受費

障を経

能付る

機給

金

工合
人場
がる
者け
害

消業を

あ、事額

がは税

き税で入

と費者、補

る

に

、びる書助

は及あ札
問載対 の方を記

そ地か

を税ずる

数費わす

端消
切、こ象

札る
な金 入す

り以見と

の当 限件
者に に条

い額

）反 た金 。違 し該 るに
、 たた 札の しし 入額

者入

５ 規 落はの 務 を札分 財

下価
以単

者無に 則 札、

）
」範 則の 規限 務制 財の

）っ 。あ うで い内 と囲

いし

て院

け通

。受に

て

、
活 年交体

前生院身

方通
相者

護 所費害

保 の通障

そ
法る
療け
析お
透に

得 。
る
よ
に
２
記
別

よの
に

ても

経 捨下積。

次補

を
金費た費

た消っ

道と成助 海の平

北

率 がお
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成定９等
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と効相 第

すと当
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るす 条す
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告 契こ詳
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すの入
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消落あ部
で一

申事

等とを税

税者か免

が当旅
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給賃

和 その運

昭 、分客

の

受規

法 養を引

年 扶付割

等て
第 族け則

律 親
のい昭

）

有な和 号

無い

式保式通身の

及方年 に

証障し

福福院体写

類保

明害

第第

書者

類

様様帳
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付す 度。日交付 年る７

て書関 い請き お申べ に
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書
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当開よ
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提
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条
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。
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等以 族人 親０１２ 養
扶
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の人人上

第

上 等以 族人 親０１ 養
扶

数
の人

号

旅
の

平客
成運
十賃

三割

年引

九

２ る額るにる額 のえ を

合 額万 金を金属金を 金
算るに算 円 額合額す額
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ぞ額

れのれの

そ
ぞ額２

額 号帯準
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扶う額に にに 族人のた

めすよ あ養ち）定属 が

算 と族人るるり る親１

はほ除の出 きのを方方

そにた分た 、かい区し

額養人応か の扶老に１

当族養ご 、 に親扶月 じ

に
つ
き 扶基

養
義円

親

等加 養
を 扶 者

円 に 務

た 等 得し 族 所算

が者算

等偶は養加

老親

所又し 人族

得はた 基扶で

税老額 養あ

法人）

族と 扶 円親る
人は 和親 扶１き 昭養 に

族 養

に、
き該 法あ 族つ当 年で 親
等

特 律る

月受

七け

日

所
方

い人
な

い本
て

金

得 曜

制 日

金る

のすのののす 限

金る０１

当当

、、

にに

額。額。

とと

ごご

分分

区区

該該

等親と 当

げげ

掲掲

にに

な１補 各 老が族の 該 該
とに対 に 扶い人助 号 人
族はきげ 親きつ象 掲 養

金費 １、）る経

額 人当

と以 に該

す下 つ老

る き人円

。経 扶を

額 の 制

う 準 限

所 ち 基

得 １
に 除

法 を 額

税 人 準円円

老 親
る 養

す 扶
定 た

規 い

額人 族

１

定 第と 人き 準扶 に号は つ養
族 に当を き親 円）、円

規該、１ 定老同人 す人法に
き 老除規つ

円る控に

当人対定
す 該控象
る 扶除配

合合

割割

るる

額
準

基

額

任

同同同同同退同

をを

当養加

同同同同同同同

い
と 老族し」 該親算費

任

退
就の就同同同同同

成

就平同同同同同

任別

次
人親

１養
扶 等

退

北

土の 海

と平

医調函

道

お成 療地 剤館

告改 薬赤

り 示 機良 局十

役年 第

員９

法 ツ字

関ル病

の月 ハ院

養対偶特

族配又扶を

親象者定円
次 北

結の 海

核と平 道

予お成 告

防り 示 ５

法指年 第

定９

万
円

昭し月 を を

円円円

万万万

１１３

以を

蓑

事事

同同監同同理同

滝西小大袴斉

任
年
月
日

事事
理監理同同同同同

中蓑境杉窪野

・別事
の

昭

氏

就７ の号

ラ店任日

和 ド前

名

任
律退

法 称グび
年 ッ及

開株の
第

式届

ツあ 第

設社が ）

会出 号

ルっ

者ハた 条

和た７ 号

。日

超
え

第

額律

金法

る年
第
）

号

３５

のええ

下超超

第
条

下下
以以

円円

額万万

金

塚田藤島

額額
金金
のの

治

正明政晴覚賢

口村林
同同同同

男博雄久忍志

東岩中西山川東

同同同

本田島
栄内三三桝端三

光

健賢和静一芳

村島田
同同同同

名一治美男郎

知由

道郡

海張

北住夕同

堀川東本熊古光

町

事仁

。 第

端三三本山栄

に

堀定

市規

館の

所函項
由

番、

６り

町よ 在川

１

地
土

地号仁

以つ
のの

下き分項

の

規 方分

に

にの定

つ

、道

てすり海

いとよ北

３）療事

、。医知

はる

分
２３

を当

円担堀

万を

２ ０１
の の

分
の

分
年

前

一所

八

川

額
税

得

川川
番番 番

地 地地 地番地地番 番番
１
の地

川川

番 番番 番

地

所
也地地

番番地地 達地 区

定成良

指平改
か 年

ら 月

、 日
也

金機

るる達

えせ

超さ

万
４

が
にを

額関

円



北

次そ地太 海

のの平 道

地関成区美

告南平 区係 示

成 に書年名部 第

十 つ類９

三 いは月

年 て、７事一 号

九 、平日般

北 海

淵 北

土土 海

地平

同

道

改成

地
告改
良 示良
区年 第

の９

法
行月 昭
う７ 号

留土日

和

道 公 報

の 北

土定認平 海

款平成 道可 地
の成 告改年 変 示良

月 更年 第法
を９日

認月 昭
可７ 号

し日土幌

和

第

同同

同同同同同同同同

同同同同同同

号

成
平同同同

任
退同同同

月 道成農

七 道 営

日

改月業

地９備

土年整
広 良
事日域

金

のら連

業か関

曜 ） の 土
地日

日

良、
改間

第 地律良 土法改

萌年地
維 改

持 良

） 第
理 ）

区管 号
事

土 １
の 第
業 条

律土 改

法。内 地 年た加
改
良 第地
区良

第
）

名区 号

同同同同監同同

２
第

条 窪牧松森西小鈴中

事

同
田野村下村林木島 田

畑飯大柳

事
理同同同

種 変の
業般

事一

山田畠

供道

画に海

計覧北

更縦
た。
める事類

定す知

を

の
地 項

覧道
海
縦北

。堀

海 よ
業北 に

事 定
良 規

改
変事 平

の知 、
画道 り
計

更 成
を堀

定
規

の
項

し 月
可 ８
認 年

事 次

知 、

道 り

海 よ

北 に

豊重明政

土
り

お

堀 と
の

郎吉治夫博雄實勉

一輝

古古

同同同同同同同同

内三山山

古光古山岩中

山栄川枡

川
番 番番

同同

治昭弘雄

貞正敏利

本西熊

町
仁
由
郡
張
夕同

三三三本

中
川川川

２
所庁

也支
場狩

達石

た解い解場

置

目て除所

に保

の覧定

除 的次縦予

図

た達

法１

剣

也 、
。 日

北

農律 海

林第平 道

成解場保 水 告

除所安 産 示

大年予林 号 第

臣９定と ）
第 か月保し

え

１２３

区

也 良
改

達 地

解場保た解置

除所安目い

定との縦

除 予林的次て

番
安て」に の 保し図覧

地地地 地地番番地 番番

定
１
の
地地

北

森を 海

解平

芽報

道

除成

林
告法
す 示

る年 第

予９

昭 武徳

和
定月

番

駒双浜

地地地

番番番地

の

部葉部

東中

岳別

ヶ頓

、るの 理
はす林

」供安
深

、
し

由略）在

省。所

地面
用図市

路の川

道そ
す北有

とを国

７安て ら 号

規 次の定 の 、日林指 条
よ うに よ在れ 定 の所さ

知 安川源 通 保旭水 る に
のか が 林市の

供

た 定有養 っ 指国ん あ

省る

の定、す 理

林指は
、
し）

在れ由略。

所さ

西。害水の

河る風用そ
を

芽防用面

郡）の路図

坂す海 町と北 室備地

で７ 号

律 農る
法 免あ日

年 農同
整

第 道。

備

第
）

号

、ん般

土水か一

２
の

条

整

良きい道

改暗が農

地
整
合）水備

総ょ排
営乳

備国集

調
産］）

生帯道

新附農

の

め水次

た道。

る海林
部

治す

部示

務に

林図

産
山

一 課分

九

を林

川。

旭る

び限

及に

に

る図

すの

除次

解。 。
あ道部

で海す

定北示

予

堀る

、限

旨事に

る知分

勝 上

た十 のる道

林。

森

め
支
庁 線

経
林

３部

の済

第

芽 にび 図及

の課

次務

り

海 よ

北 に
定

規
の

項
２

北う

堀 よ
の

事 次

知 、

道

］
型
進

推
整

北

市）

北北北

排
用

用
業
農

法）

え
備
に

所
役

也

和
昭達

に

場 分

役 部

町 す室 示

年

安

道道保

海海に

限備
に 支支也 の

勝路林

十釧達 宗

道道道

海海海
庁庁指 庁庁

支支支

島知谷

渡空

庁



業

平組事事施

１２３４

所行 合業 成

施
在期 名 ９所地 行 年のの

日
７称地間区

月

北 海

画 北

土整

１２３

海

理 道

組
地 作作作

告

合
区 業業業

示

の
画 種期地

第

定
整 類間域

理
款 法
の 号 公平赤

共成平変

道 公 報

第 北 １２３

赤 海

平条平 道

市に成

作作作

告 業業業

長お 示 種期地

かい年 第

らて９

類間域

、準月

次用７ 号

共成加のす日

公平幌

第

号 北

札） 海

第平 道

成

幌 置

告開 い

条 示発 て

に年 第

お９

建 次縦

設 の覧

い月 部 図に

て７ 号

はす準日

長 」供

号

保た解

平安目
成除 林的
十と

三の し

年て

九

東蘭目

音帯平河鈴丁

指

郡南の

更広成

町市

更丁部

す東年音４全

ず７

鈴の同

ら条月町目、

ん南
か公部南

台８日蘭全町
同蘭

地目ら園、鈴

土丁
画番成一町北

区２平の

市更
昭
和 測
量年平を
年 ７岸認

日た
律 共６し

法 公月可

準か。
第 基
点ら

第

転月）

移８号

測
量日

内とる

）ま条

測
９り法

量年町お同

３月公第

級３共
の２

準か量第

基日測条
実項

点ら
）

が規

月施の

、る用
か

ま了に

日終定

同
次 略）る

、 省。す
ら

お そ第
と 、法

の し

り の

項
測 を１

共 面第
公 図条

理

実 道規
を 海の

量 北
月定

七さ

日

源路

水道

れ由

金

か地

の用

曜

養す

んと

日

部南６

た
る

整地
組３同蘭目

理年、鈴丁

南５全

合月町南の

北
道ま蘭目、

海日鈴丁部
中

事３全町

知で南の同
南

の同蘭

堀目、鈴

丁部

の
項

１

で第

部南５

一町

事り

知よ

道に

海定

北規

る

でしよ

お
と

の

堀次
、

っ
量あ

測が
、知

旨通
た

た
法

和
昭。

よ
す 産に

施 水定

律
法
年

海 、 部通北 旨 務る
る 林

課あ知 量 山が道 測 治知

及っ事 法

川和 深。堀 昭 びた

蘭目

達、鈴丁

め
役年 市

２３
南６一

也町南の

同

び

の平都種施事及

そ

１
計及所名

行 関成市類務
者 係

事名所 の 書年画びの称

達り

は月業称在 名

類９

次
区

也地
土

北

都の

３４

海

市と 道

計お

事及事収

告

画り 用 業 務び

示

事告 地 所名

第

業示 の の称の

所

のす 所部

第

在

種施

都のそ
次１２

）
号

お関成市類

市との平都
計及
行 計

者 画り係
９事名の 事告書年画び

のすは月業称名

業示類

備也 第 に律 所達 法

え

北 ６７

道
海

変変

告 更更

示 認

第 の可
年 内

称地

月
年
可
認
立
設

５

月

道苫北室

海
北日
、７の

圏幸

蘭牧道市

室小海蘭

業計番

現市９

木都町

土
所画

備路

に道号

施る 号

た

函北当
に
行。

地在分
越都

美山、

市道り

館海

目雲画

丁八計

４郡市

原
番本

６町法

行。北日

施る、７の称

雲見海

当道八士北

に海
土市）

り館都通道

た函

計業道

市現画

都木計

、

備業

法に事

画所路

号

東成

事変帯変河平

容日

務更広更

所前市後郡
町月

在７更８

所東音年

地条

の南南

日

目南

更丁蘭

変８鈴日

、字成

部町平

同下
町音年

中更
鈴北月

蘭５

え事北

丁の
６西
南線日

い道

置業海
木

一４土

、・蘭

て３室
現

般北・

の海

業

来 に事早 覧知所 号 縦道

町昭

る前 す堀駅 供

号及和

び

第

道町律

海雲法

北東年

函地

館内

業第 現） 木号 土

昭え

条 所

い・

和置３
号

律一７

法、・

年て４

の海本

第般北

縦道町
及 第に事通 ）覧知大 号

供
す堀び

６

地目

番丁

２３

る３ 条

同
、

部
一
の部

目一

地
番

下
字
町

二音

〇

の

也
達

） 。通 線
４

北
更

規。・ の

、
り

よ
に
定

規

り也号 よ４ に達・ 定４

同
、

部
一
の
西

、富



江室別函鶴室小

平 差蘭海館居蘭樽

成
十
三 町市町市村市市

年
九

北 海

中磯

同同同同同同同上

石別田央

白東厚北清西

区区区区区区区町

道 公 報

平道

北し海市札同

定北

幌 海た

会）市 道。成社区

表

９献村平

彰年貢町南豊

７

則月賞名区区

規
平日

第

成り

和の平売

昭）２

定
一

さ 年部
月人

海次９き

北を年ば

う日項

告よ７の

道の

号

北 ４

道
海

事収

告 用 業

示 地第 のの
所部

号 在分

月 片神佐平滝小岡

七
日

信榮忠久

石尾藤野澤島

広子夫悦博幸夫

恵
明紀

金

曜 同同同更同同同

日

大佐堂長奈林細小

保
生

阡信眞

竹藤佛嶋良川濱

敏芳徳一郎
太

利清榮光

同同同同同同同

弘彦一

名

成氏石入
同

海団誓正

北は

年又川倉
青同

第
則

規名志造

道体
功

に株

示

健 に

績年 ）

少 号

改式

第

公
正会

る札

号す社
事 収の 道行 海銀 北。幌

紙中 証項 入 町
来

早
郡

払
勇

道
海

北

の

づの全 基

労
功

護

及
町

大

容労

事北功

知内成

く育

堀

賞
受事

の知

彰道

表海

り
売

元同

の
次
を
者

表

人

道南 き

海広 ば北帯 さ

堀を 売

」 び

事店 及

知支

地
町

栄
び

。 ば

る さ

削 り

幌幌

当札佐札音沼当

内

間 厚中 別更田別 市市 呂

増
町区町区町町町

別央

市

幌幌

遠札北門鷹当札
央

厚中 軽竜別栖別毛 市

達

町区町町町町区町

別

和壮旭余羽

決
り也

お
と

島川寒瞥川市幌

足福旭

き

町町市町町市町町

寄

根札函鵡札

指

也 の
人

達
室館川 市市

幌幌

千名登

市町区

央央

中中 歳寄別 蘭

北函鹿室
市市市市区

内吉近

市市町市

見館追

水田戸藤住藤

田清小手
一定敏和

西

同

三雄稔郎光夫夫

基
洋

浅堀赤林
同同同同同同

木原濱井倉

々
中佐篠西

己聡

満俊常静基梅昌

川

同同同同

之哉夫雄典治

川佐岩寺松

民
同国同同

津竹村長田尾井

高大佐

道

木

夫義教淳二弥

良昭忠泰

同同同同同同同同

功法

上田

丸神大蒲伊阿井武

姜照一忠

山能山澤藤部

啓基子子美麿浩

俊博光

西
同同同同同同同同

子

菅
人

惠ユ弘

部山原川

野
戸

キ

同同同同

繁

二
一

労
功

業
事
険
保

康
健



事１ 北

都は 海

、平開れ 道

完成発る

市
釧

区地

計
了 路画
し年域域 支

た９又の

法
庁

。月は名 告

７工称

昭
示

日区

和
第

北 海

発

平開れ開所開

１２３

区地許び許

成発る発及

のを名年

年域域可氏可

称け日

月は名受月

９又

日区た及

７工

道 公 報

事 北

都は

２３

海

、 道

完
市 れ開所開

胆

了
計 る発及発

振

し
画 地許び許

支

た
法 域可氏可

庁 のを名年

。 告昭 名受月

示和 称け日

第 た及

第

事１ 北

都は 海

、平開 道

完成発

市
渡

区

計
了 島画
し年域 支

た９又

法
庁

。月は 告

７工

昭
示

日区

和
第

号

遠

平別軽
成
十
三市町

年
九

に ７

含

年
号

第
律ま

法

釧
釧 第

郡 ）

路 号

路

番

に者び

場 １

木 第

町 条

鵡東い代平

ま住号

含の

川京す表成

町都ゞ取

原川動役７

米品自締年

区車社月

南株長

地大式日 番

年 者び

号

第
律 住号

法 の番

函神平

）

館田成号

市千
末鶴年第

広子７

第

町月条

５
番日１

に 年

含 号 支

第
律ま

法

亀

号 庁

七 第

郡 ）

田
飯

第

町 条

告
大 １

字

月木栗

七野

日

子一
智

真政
田原

金

曜

民
国同

日

海目 規

北丁 の

２ 項

康
健

る

路１ よ

釧番 に

道３ 定
発

開

長ち の

庁う 次

支の

田胆 の井会井

に
為

行

北

義指 ち 海丁建 う 北６社
則第

道目

胆ほ 振番

号 筆 庁号７ ４ 支１－ か

項

谷
天

長

よ

第に

指定

建規

号渡の
為

行
発

開

号の

６次

－る

の

川 項

に

北

規

番 海

示

次

支 る

島 よ

渡 に５ 道 定
に

川 為
行

泉 発
開

長 の

庁

る
す

勝 関

労
功

業
事

険
保

３
工

利
年つ
てび経

法 械調中以い及
済

律 小 」査下
第 企 と対は

業 い象中、に産

等 う者小当掲業

純
直

。の企該げ局 号

る こ

分約

北平と調月契トホ

書）を
ライ 海成。査

クー 道

提決結
タル が年をの締

２

工
る

す
関

行９

等調北項札

内下

令の 査
の海指地に政へ

上競い第参

方 除道名お

加 の自 排

治 雪川争て

を

工

雄 る
す

睦 関

業合入準

査

雪成成

排平調平

除

１

業
事月に

の９度 の 務年年

び許

発及発

開所開

２３

協 受月

を名年

可氏可

許

が 第 同 ）特業中る長 ）
企件行 ３ 組 を例等小要

法 己同業はう 条 合 自協

の組等、官 第

用需 項 昭 責合協適公 １

にと組し適 第 和 任」同
い組 号 年 おい合な格 ７

て。は。合 に 法 いう又
業証 げ 第 用）協の 掲 律

意及

、
シバ う月出算し

ー、

日るおか
ョケ 指１すに

ルト 競現日いつベッ 名

容 争在のて、

前入実ホ量 入に直、誠

札おイ にい２札にー

業参行） ル 関て営に履
バ るき年加し及 、 す引

よ者ダ ケ

指続度したび

同札用排 条 対法

名き分

行 委象庁参す除 の 施 務

さ

構希政れ 第 令 託舎加る
１ 契

者第い 項 昭 約内望令て
る に 和 の等

指除」お者

競雪いで 条い 年 名排と

４準 令 争業うな のて 政

委）こ 第用 第 入務。い

札１す

７お
目

項る 号 参託でと

調北

要て

概日的い

業

支

の発

次が

を道

査海

庁

施海

実北

りる

おす

と注

住号

の番

者び

た及

け日

阪和成

大大平

市工
区ー月

央リ４

中商年

しび組明 る
が有 業 ）

、中合を 協 号

合 ３

つ企次す 組 第

か小

業団いと 条

、業のる

れ。 下 規

務体ずき 以 に

実組か 定

をの

でに該 業 る

施織に 協 す

るすす 合 小

き関当 組 中

２うでッン
こるる 」 企

を

る容ト

停年当とあトプ

上２るこ量ラ

止以該す

ッ

さ
れこ営契と

ク ての業約。

い調年と以 な査度種上

及以 ） いにが類

こ関

に規） ト とす月び上 、

事満模ラ 。る

。 加契あ。

業たを以 ク

のて規令 以 業約っに政

を指、定第 下 者

す
政 選名次
争要の 者 令 考競の条 る
第 な と る入件４ で 」 す

う 合に満２ い い 場札を
加しの と 。 の参た項 こ

い定 第 礎をて規 。 ） 基
資希

公

海同

北合

。川

る上

す道

告

川
上舎

道庁
６

馬山
永

長市

庁川

支旭

本ス
社建

５会釧

橋式
町株日

指

番
号代第
表
取－

二締１

二

等

と法と と 業

山
平

役号

は う 協

。律き い
にの

和２ 組）
昭、 。 同
合

営いぼー

をなほ下 タ

で合じ排 ョ

ん場同除 シ

る、すル機

いはく雪 ベ

料望るに

するとり の

とす者よ 条

る者す競

。る争 第

籠条

以。１入

修

構

夫）
目

久丁



別

北 記

海 第

道 １

平 上 号

成 川 様

十 支 式

三 庁

年 長

九 除

北 海

た

７８

以

出提提の合

提そこ場

の 先 類先査外

出 書出調

名
提所、、 の ののはは

先称地他札果

出在入結

道 公 報

の
６

な提提平
送

定納３お出出成郵

款税に、は書
９場

の証規２要類年の

な提月合

写明定のしの

は

し書す
るにい出

道調掲。期日、

第

５
。除事技除法

る提
す

雪上の 出排業術排以人

書業績名機４登

雪実者

事保の簿

者書簿械点記

類業別別有書謄

号

４

小に競 査

中際名

の調指

等を札

業格入 の 企資争

同す法加

協有参
方

月
七 排様

日

業
雪

金 者

曜 事住氏

日

電業知
名通

指を

所名

業

番のな

海便話者し

北郵
川定。

上号号選い

道番

を 支

目
的 － 庁－
総

と － 務
部す
る 会旭

税査げ限平

に対る木成

係象除）

機月

もの雪９

る者排年

の特
・例械

べで

し適すま

写をの日
印

るを消

）すての

可用

況の

概記記状類本

とリ

書紙

調２３調用

要第第

書様様は

査号号
式式別、

４道

記第海

別））記北

様式支

号様川

１号上

第

者

合者望

組る希

式）庁

も５

３る、

第あは

法で
号構め

４が定

第のに

条

書

げの出

掲員提

に成る

概

る過

調事び
る及

要た称
主名

書所氏
の者

査所表
業代

が

月

）

年地）
在名

線 管永指 内 課市、

計川

競

財山名

係６

争 条

入

の

し
と
者
加
参

目の

丁札

にも

、等る

はスあ

きー
件用限

要りに

該よの

当

付

明るけ

証す受

を意り

、。

書はる

る合け

す場

財
管
課
計

会
部

務

）総

類

を

企半類

る
す
布
配
で
係

め道

合占海

組を北

業数
業る支

協い川

びて上

及

提

に。に

合き長

組と庁

てす

っ出

あ

除事法定

２３４５６

日

て

書登 績の 排実

人 業

技 書事
付 ７添１

し
名
指

類 略 車上
格 事

を 合 雪両図 川 至除

）

同添

営除平平

４５６

類
書
の

排 業成自至除成自

雪 所

１２３
）
。

等雪年事年 載
記当

、設資従担 お
な

と

設の

、も

はる
事

立と

に記 雪 と
者
業
雪
排
除

立

械本 の
載謄

機記簿 術款

約現 契 者保はの る又 あ

名写 項 る 状
係事

に在 有

納庁付

年業

部 約 況全 契

月にま 場て 係舎し 関業

距 かさ るのだ

限所でく

そ

）。

）ら離
い 日。実

の年年業年
他

績

の計

在係）係） 所度関度 関

限事 技 地

の月月にの月

。実日 名術業る業 、

事

北他

称者績）績

実日日

庁

海官の計海官

北他そ

年本る

項な 業

道庁他道

書
付月店

添員支 び事 及
べ業 す

の日金数び 類

及

要
概

業
事
の
て
し

、
は

て

電類
書

係
関
を

し

写明

の 調証 書

話担を

簿書し書

契時

記記な出

別別主提

３４約か

第第

二 号号にら

三

式式るかの

様様係３も

書

の以写

））も月・

年 事

）
式
様

号
２

第
記

別

こ日 い
な
違月 相概 と

実

番当添
ま

し
約

警要 を
と

ま
し

出

名提

氏て

号者え

分）

件の可

１内し

。
す

通通通通

１１）１１１ １ 千千

通 円

千千千千千千

通 円円 人

千

。
す

人円円円円円

）

円



と
ご

度
年 小業

合営

他※
に

北 海

小
庁その

道 公 報

小
道他官

第

約
契

北海

号

記
別

７

２
第

納
平号

成様

十式
三
年税

九

。
と

こ
の 計計成

作

事

先計計

）
分

年
２

去
過

容

実

内
務

業

業

月
七
日

証

金

明 曜

日

間

日
書期

月

約

年
績契 書

月

額

年

金

し
写
・
の
も
る
係
に

税
道

可

式
様
号
４
第
記
別

通
１
）

名
氏

））

日円
千

式
様
号
３
第
記
別

最

学
齢

年

保
械

機
雪

排
除

者
術

技

科

歴

学 学

名 終

校
称

・
許

免

名

書
調

況
状

有

簿
名

経年
年

等得
取 格

資

二
四

属
所

験数



平
成
十
三
年
九

北 海 道 公 報 第 号

録
登

名
車

月
七
日

金

曜

日

型
状

形
の

体
車

式
年

号
番

２

雪格
除規

置
装

雪
除

式

札成

の平落道落平

次

１

と成札道
に岩を お

る沢定８

り年係見決年

般月特石し月

一９

北 ６７

海
道 一一平契

札 般般成約名所

幌 に在 競競

土 争争年関称地

木 入入北す

現

３４５
札札海る

契 平落落

約 成札氏住札

の 者金

相 年の名所額

手 ８氏

方

１２
月名

北

次 海

の平落道落 道

と成札道札 札

に岩を お 幌

り年係見決 土

一９る沢定 木

般月特石し 現

る
車す

※
の量
置容
装・

録。
登と
・こ
名

競７定狩た
見

入務岩

争日役線日日

及橋

よ称大

に名沢

札の

者量

札数換

落び架

り
定工

決部

を上

業 の道事北北

所 公札務海海

告 告幌を道道

示 土担札札

第 木当幌幌

現す土市

号

業区

所組現央

業る木中

示の所南

告織
第名
号及西

６称条

を 及楢代室円

・者市定

日び崎表蘭決
手

地株守た

所宮崎し

住

続

・式町

豊会
製

建崎
定楢地 特番 平社

競７定狩た

工作
設

業

争日役線日 所

入務岩 告

札の見 示 道

に名沢 第

札よ称大 ９

り及橋 号 幌落び架

土

者量

札数換

木

決部

を上

現

体
車

・
式
年
・
号
番

定工

海製

し北場

型
・

状
形
の

土架

幌・

札工

。道作

た

業）

現工

木設

二 所工

五

区

西工
２

長事

び

企
同
共

事所

地
在目

所丁

体
業

業

た海製

し北場

所

札工

。道作

告

幌・

示

所工

業）

現工

木設

土架

車
、

は
式

区

西工
１

長事

る
い
て

れ
さ

載
記

に
証

検

克

式

忠一

股

克

式

忠一

股

入
記
を

容
内



４５６７

契一一平契 落

約般般成約 住札

に の競競 金

相争争年関 所額

手入入北す

方札札海る

をの道事

京決公旭務 円 東

北 海

１２３

道札成札氏

落道落平落
者

札
に夕を
新定８氏

係張決年の名
及清代

特得し月名

る
定線た

役道日日び水表

道 公 報

北

次 海

の平 道

と成 旭 名所

お 川 在

り年 土

一９

称地

木

般月 現

競７ 業

争日

北北

所 海海

第

４５６７

契一一平契 落

約般般成約 住札

に の競競 金

相争争年関 所額

手入入北す

方札札海る

をの道事

京決公札務 円 東

号

３
札氏

落
平者
成の名
十氏

三名

年及函代
九

土担

都定告川を

び館表

芝手現す

区た木当

港し

丁告織

１所組

浦続業る
及

番２称

２第名

目示の

務路住・者

所

号び

３号

・水

名良井清

の改所荒

称

特株

び岩谷設

及赤熊建
社

ネ建会

量ン定式

数ト

海事共

北工事

）工

ル設

入 告

札

道道

示 札札道

に 第 幌幌

旭よ ５

り

土市

号 木中川 現央落

土

所南者

業区札

木を

条決 現

西定

業し

丁た 所
当

中し土担

都定告幌を

続業る

区手現す

央た木

四示の

堀告織

丁所組

八

号及

目７称

丁第名

４所

番び

月住ど者

七所つ

日

鐵く
京つ

東ど
・館

く函

金

・式
骨株

曜

河社
横会

日

一業

旭企

道同

地
在

定
特

須
長
所
業
現

木
土式体

川

目。

藤

告
示

企
同
共

事
工

設
建

地

号在

４

体
業

講

則に受及受

イウ受書
希受申

警」検合講び講

規し望講込 申 備と定格

靖

等う則た者資み

員い

２３

彦

習
習最 習 講講

講講本ア
次年 習了、５

は近 修

講実定受

実
アイウエオ

の
習施申 日習講 期

施講

係１
、

北

警る 海

平平実 道

成成

備
公施 業
安法
年年 委期 ９ 員昭
月月日 会

後は格人 込

称地
在
名所

検）１、、該員

の。第

要受

定第条継住当が み
し地件講

要 に１第続所

第項て領又証定

関条２

勤書

る２に１は明員

す
規項規年

則に定以務各
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昭定る警等通）

る級業所作超

和す２備

ず警 時いに 査
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象に務
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講習す事
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前習修るし
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平
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区ュ９
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導
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け場 年
第

る
法

道所 律
講 号
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第

公
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と 第
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委お
り 条

員
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業６
現山
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土市
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所条

た

年１の務在成え

目
丁

従を上場

国級検に地の

公検に事管、合

家の定

す該、

安定合し轄当は

合しいる警抽

委に格て

署に

会格たる警察選

員

備の署によ

規し警も察
出受

第者員に提り

則た

る者

号あえす講

５で備

規 及分日書しが
。っる

交行算 定 びかにをて通

民午習付うし す 国ら講
る３ 休 の後修す。て る
を 日時考。年 日 祝６了

く 関でを上 除 にま査以

） るす施あ 。 すと実で

月

合

律。、者

法るしる

教月北ー
７ス 育
任西ー

責日条テ日

講）丁札）

者月１ジ金

－同

ら２ら

習か目幌か

月６月

同
日日
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金金

会

る道 ２
す海 第

告

安 に
。公 項

示

員 警

委 る

会 す

員 定

委 規
導

潮 指
員

長 備

地
番

二
六

下、習と決

以て講こを

当受。定

込。

定検申る

検該講す

規定

に
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昭格

まま
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年対 の
でで
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任
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１
技式定 業遊遊型製型定

式業 の機機試年 造 所技

月 所のの験番

道 公 報

正、成

適で平

のの
務た

検又代製

定は造 化同
に則９申名又 等規年表

者及検 関第月請称は 者

条日のび査 す９７の

第

条 北

遊の

７８

海

技遊 道

機技

携講

公

の機 習安

認の 委

定型 業員

及式 会

びに 行務告

型関 示

号

の手

付
受講

講
受受

５６

氏住を在種 期氏 時数

日

月 間名所名行地類七
日

式表馬胴

公東株代群回

桐遊

の都会取県式

示京
谷ダ役生技

日渋社締

金

成東ド寳境

平区イ市機

曜 二ー田野

年丁町日

治丁

９目久六

名号日号

在種区番 者

月

平第

地類分名
株 三ぱ遊

成 式 重ち技

県ん機フ会

年 桑このァ社

名遊認イニ９

ーー７

市技定ヤュ月号

ーン

字びボギ日

大機及

深式ル

下型

行 法第氏住を る氏

谷の

愛株代 項
律１名所名

県会取 和規知式表 昭の
定名社締

り屋ュ 法よ古ニ役 年に
示中ギ井 第公市ー新 律

村ン す北

式す の

烏司 る海 号区悠

第

のる 委

検技 号

関規
にの

等上

品託定術

記内講西す格

筆案本条
は丁規適

用書習２るに

８し

、携、目則合

具を
印行社

場
び料

及

章す団番昭て

講 講で当

受ま受相

所等
、北
請 付間の

申 受の額
る 当習道

す 、講海
を は

７番目

日３

検

間
年
３

ら地 か番 ）号

す

原関

之に

山等

字定

部

る

道 ）

第
条
６
第
則 １規 番

町 公 第森 。

安
会 ４目 員 第丁 委 条三

項

潮 を
定

長 検地 員 の番 委

る法地和い
。

田 う
い

る 朱こ人）
海委国の

肉と北に年旨

し公定

使道託家検
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す備て安

用警
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る業実委風
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の会す会営
規
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講実入
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習施証
き
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受 初場紙
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付 午行付
受 の

と ） 時こ 際 ８。る
に

検検検又

ら３ か、 分。

の 型申名 定定定は

要検

４

ロ
号
１

年有 式請称 定

事

検又代製う型式の概

又業遊遊型製 表 定は造

造 請称は所技技 者

申名

行
を

）
型式の概要検検検

３

っ

式定の 遊遊型製型定定

及

）北号制

年有 造 技技

７６業

講北第び

、区）

要検検検検又代製う

習

名又業 定表 定定は造事

式請称は所 者 定の 型申

午万

年有

前
９

技
遊型製

式の概

２
時円

月 験のび 番効 試者及

造

号日号間名所

番氏住 期

平第公東株

示京式 成

の都会

日台社 年

東オ ９

ピ

７成東ン

月号平区リ
上 日

の 者及検の機機

年野ア

者 氏 のび査所のの式業

類分名名

氏住を在種区

株

名所名行地

式

群株代群ぱ遊
ん機フ会

馬式表馬ち技

締伊このィ社

県会取県

生三役勢遊認ー三

桐社

機及ー

市共崎技定バ共

型ッ

野島三びパ

境毒市

験番効 式業 機機試

町和

号間

種区番期 者月 のの

平第公

類分名名号日

ぱ遊フ株

示 成 ち技ィ式
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技定ワ共月号平
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号日号
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の県会取県
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野島三

７
日
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第
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る
す
関
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等
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則
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３
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２
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一
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機定リ月号平

びピ日

を 氏

の月

式９

型ア年
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日

取県

表縄
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役覇

締

金
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市

曜

３
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日

す
関
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定
検
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６
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則
規
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番
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か

定
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定日

検７
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４
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造事
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イ
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ン
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大
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府電取県県式機

会摩技認ー

大器締度志
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阪産役
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日
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す
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日
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曜
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９
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成 式 知ち技

県ん機ピ会

年 名このラ社

定ッ尾月

古遊認ミ高９
日

市機及伝７

屋技

氏

蔦の

区式

川型２

中び

号間名所名

番氏住 期 者

平第公愛株代

名名号日

レ高

示知式表 成 イ砂

の県会取 ン電

日名社締 年 ボ器
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